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機密データを外に出さない「ローカル LLM 基盤」の運用開始 
～あらゆる開発環境下で、当社が生成 AI を活用できる体制を構築～ 

 

ソフトウェアの品質向上支援サービスを提供する株式会社ベリサーブ（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：鴫原 忠大、以下 ベリサーブ）は、お客様の環境下で当社が受託した業務に生成 AI

を活用できるよう、ローカル LLM※基盤の運用を開始します。これにより、高い機密性が求められる

お客様に対しても、AIを活用した高度な品質保証業務を提供します。 

 
※外部の LLM へデータを送信せず、閉じた環境内で活用できる大規模言語モデル 

生成 AI の活用が進む中、「情報漏洩リスクの懸念から、外部 AI が活用できない」という課題を抱

える企業もあります。ベリサーブは、機密データを外部の LLM へ送信しない完全クローズドの LLM 環

境を構築することで、「安全性を担保した AI活用を実現できる品質保証企業」としての新たな価値

を提供します。 

 

 
機密データを外部の LLM へ送信しない、完全クローズドなローカル LLM 基盤 

 

■背景 

ベリサーブは生成 AI を活用し、より高度な品質保証業務に全社で取り組んでいます。品質保証業

務におけるテスト設計や仕様書理解、差分分析に加え、営業活動やバックオフィス業務においても生

成 AI の活用を推進し、業務効率化と品質向上の両立を目指しています。 

一方で、製造業、金融機関、社会インフラ事業者など、機密性の高い情報を扱うお客様のプロジェ

クトでは、テスト対象の仕様書・設計書・ログ・ソースコード・ユーザー情報などを扱うため、情報

漏えいリスクへの懸念や社内規定への対応などから、クラウド型生成 AI を活用できないケースが少

なくありません。 

その結果、仕様理解、テスト観点抽出、差分分析など、生成 AI と相性の高い品質保証業務におい

ても、当社が AI を活用できない状況がありました。 

ベリサーブは、こうした利用環境の違いが発生する場合においても、AI の活用機会を確保できるよ

う、ローカル LLM 基盤の運用を開始します。これにより、高い機密性が求められる環境でも生成 AI

を活用できるようになり、プロジェクトごとの要件に応じた最適な AI 活用を実現します。今回整備

するローカル LLM 基盤は、その取り組みを支える重要な施策の一つです。 



 

■概要 

ローカル LLM 基盤は、社内ネットワーク上で AIが稼働するため、テスト対象の仕様書・設計書・

ログ・ユーザー情報など、機密データを外部の LLM に送信せず処理できる点が最大の特徴です。 

アクセス制御、利用ログ管理など運用ガバナンスも徹底し、経済産業省や総務省が推奨する「安全

性・透明性・監査性」を重視したローカル LLM 基盤を構築します。 

 

経済産業省「AI 原則実践のためのガバナンス・ガイドライン」 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20220128_1.pdf 

総務省・経済産業省「AI 事業者ガイドライン」 

https://www.soumu.go.jp/main_content/001002576.pdf 
 

 
ローカル LLM 開発基盤のイメージ 

 

■主な特長 

ローカル LLM 基盤は、クラウド型生成 AI の利用が難しい環境においても、機密データを外部の

LLM へ送信せずに AI を活用し、テスト設計、仕様理解、差分分析など、高度な品質保証業務を実現し

ます。 

 

（１）機密データを外部の LLM へ送信せずに AI を活用できる環境を構築 

・情報漏洩リスクの低減 

・高機密な仕様書、ソースコード、テスト結果を安心して投入可能 

・AI 生成物の利用履歴を可視化し、監査要件にも対応 

 

（２）AI を活用した品質保証プロセスの高度化 

・テスト観点抽出の高速化 

・仕様書の要点整理、差分分析の効率化 

・ユニットテスト例・テストデータの生成補助 

・仕様と実装の網羅性チェック 

 

（３）あらゆる顧客環境での AI 活用を支える体制 

・セキュリティ要件や利用環境に応じた生成 AI 活用環境を整備 

・品質保証業務を支援するバックオフィス業務や営業活動などで AI活用を推進 

・社内活用で蓄積したノウハウを品質保証業務へ展開 

 

ベリサーブの AI 活用の取り組み 

https://www.veriserve.co.jp/ai/ 

 

■今後の取り組み 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20220128_1.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/001002576.pdf
https://www.veriserve.co.jp/ai/index.html


ベリサーブは今後も、AI を単なるツールとして導入するだけではなく、品質保証業務に実装し継続

的に活用できる組織づくりを推進していきます。ローカル LLM 基盤と社内ナレッジを連携させる RAG

（Retrieval-Augmented Generation：検索拡張生成）の高度化を計画している他、モデルのバージョ

ンアップ、AI ガバナンス体制など、継続的な強化を予定しています。 

また、お客様向けテストプロセスの自動化、効率化に貢献する AI ツール群の整備により、品質保

証領域における AI 実装の最前線を牽引します。 

 

 

■株式会社ベリサーブについて 

設立：2001年 7 月 24 日 

代表取締役社長：鴫原 忠大 

本社：東京都千代田区神田三崎町 3-1-16 神保町北東急ビル 

事業内容：ソフトウェア事業 

1.ソフトウェアテスト・品質関連事業 

2.サイバーセキュリティ関連事業 

3.コンサルティング関連事業 

4.ソフトウェア開発関連事業 

5.その他事業 

URL：https://www.veriserve.co.jp/ 
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広報部 広報課 佐藤、太田 
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